
伝
統
を
ふ
ま
え
て
未
来
へ

　
　
　
　
　
　
　
序
文
に
か
え
て

坂

輪

宣

敬

　
法
華
経
は
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
の
．
二
国
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
ア
ジ
ア
諸
地

域
に

広
く
伝
播
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
思
想
・
文
化
の
形
成
に
多
大
な
影
響

を
与
え
て
き
た
。
法
華
経
が
こ
れ
ら
異
質
で
複
雑
な
諸
地
域
の
思
想
・
文
化
の

発
展

に
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
偏
え
に
法
華

経
の
有
す
る
開
会
の
精
神
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
．

　

こ
の
法
華
経
お
よ
び
関
連
す
る
社
会
と
歴
史
の
諸
様
相
を
客
観
的
か
つ
総
合

的
に
研
究
す
る
喫
緊
の
時
代
の
必
要
性
に
鑑
み
、
立
正
大
学
に
法
華
経
文
化
研

究
所
が
設
立
さ
れ
て
本
年
は
丁
度
四
十
年
目
の
節
目
の
年
を
迎
え
た
。
昭
和
四

十
1
年
六
月
の
創
設
に
際
し
て
は
、
立
正
大
学
当
局
を
は
じ
め
仏
教
学
部
の
専

任
教
員
の
方
々
の
協
力
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
当
時
仏
教
学
部
長
で
あ
っ
た

初
代
所
長
坂
本
日
深
博
上
の
熱
意
が
、
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
こ
と
は
言
を

侯
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
発
足
し
た
研
究
所
は
、
日
本
を
代
表
す
る
法
華
経
研
究
の
中
枢
と
な
る
へ
く
、

日
蓮
宗
を
は
じ
め
法
華
経
を
信
奉
す
る
新
興
教
団
に
も
協
力
を
も
と
め
、
立
正

大
学
を
超
え
た
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
研
究
と
財
政
の
基
盤
を
得
る
こ

伝
統
を
ふ
ま
え
て
未
来
へ
（
坂
輪
）

と
が
で
き
た
。
そ
の
↓
方
、
1
種
の
嵐
の
よ
う
な
熱
意
を
も
っ
て
資
料
蒐
集
活

動
を
行
っ
た
。
ま
ず
第
一
期
の
活
動
と
し
て
明
治
以
後
の
法
華
経
文
化
に
関
す

る
研
究
論
文
の
う
ち
、
本
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
な
い
も
の
を
、
大
谷
、
京
都
、

駒
澤
、
関
西
、
佛
教
、
早
稲
田
、
立
命
館
、
龍
谷
各
大
学
図
書
館
や
、
東
大
寺
、

天
理
、
成
田
各
図
書
館
、
京
都
博
物
館
や
大
英
博
物
館
な
ど
に
協
力
を
も
と
め

て

蒐
集
を
行
っ
た
。

　
資
料
蒐
集
活
動
は
四
十
年
の
間
倦
む
こ
と
な
く
、
現
在
も
続
行
さ
れ
て
い
る
。

私
が

仏

教
学
部
助
手
に
任
用
さ
れ
、
研
究
所
資
料
部
担
当
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
が

昭
和
四
十
三
年
四
月
で
あ
る
。
そ
の
頃
は
仏
教
学
科
の
み
な
ら
ず
、
宗
学
科
所

属
の
所
員
、
研
究
員
の
協
力
も
え
て
行
わ
れ
て
き
た
資
料
蒐
集
活
動
も
一
段
落

を
迎
え
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
余
波
の
中
で
、
叡
山
文
庫
等
の
出
張
に
従
事
し
、

求
法
活
動
に
も
似
た
激
し
い
資
料
の
調
査
・
蒐
集
活
動
の
熱
気
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
研
究
所
に
は
総
務
部
、
研
究
部
、
資
料
部
の
三
つ
の
部
門
が
設
け
ら
れ
た
が
、

研
究

部
は
蒐
集
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
「
ネ
パ
ー
ル
本
研
究
会
」
（
現
「
法
華

五



法
華
文
化
研
究
二
2
5
、
．
十
．
、
号
）

経
梵
本
研
究
会
」
）
・
「
正
法
華
経
研
究
会
」
の
二
研
究
会
を
組
織
し
（
現
在
は

こ
れ
に
「
法
華
思
想
研
究
会
」
・
一
法
華
経
美
術
研
究
会
」
・
「
西
域
出
土
文
献
研

究

会
一
・
「
天
台
学
研
究
会
一
が
加
わ
る
）
、
研
究
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
後
の

F
活
動
報
告
」
に
記
載
す
る
『
梵
文
法
華
経
写
本
集
成
」
1
～
珊
は
そ
れ
ら
研

究

会
の
活
動
の
成
果
で
あ
る
．
。
発
足
当
初
の
研
究
会
に
は
当
時
の
一
流
の
碩
学

の

方
々
が
近
し
く
席
を
連
ね
、
咳
き
l
つ
も
憧
ら
れ
る
よ
う
な
緊
張
し
た
雰
囲

気
の
中
で
、
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
四
十
年
の
活
動
を
ふ
り
返
る
と
き
、
道
未
だ
半
ば
し
、
と
い
う
思

い

が

強
い
。
ご
懇
篤
な
教
導
を
い
た
だ
い
た
初
代
所
長
の
坂
本
博
士
も
遷
化
さ

れ

て

三
十
三

回
忌
が
過
ぎ
、
多
く
の
顧
問
、
所
員
、
研
究
員
の
方
々
も
遷
化
さ

れ
、
没
く
な
ら
れ
、
あ
る
い
は
定
年
を
迎
え
る
な
ど
し
て
研
究
所
を
去
っ
て
行

か

れ
た
。

　

さ
て
当
研
究
所
で
は
初
代
所
長
の
功
績
を
称
え
て
、
お
名
前
を
冠
し
た
「
坂

本
口
深
学
術
賞
」
を
創
設
し
、
「
活
動
報
告
」
に
示
す
よ
う
に
、
毎
年
前
年
度

の

法
華
経
に
関
す
る
著
書
・
論
文
を
対
象
に
選
考
を
行
っ
て
き
た
。
平
成
十
二

年
度
は
田
島
硫
堂
氏
の
『
法
華
経
為
字
和
訓
の
研
究
」
が
選
ば
れ
た
。
こ
の
授

賞
は
そ
れ
ま
で
と
異
な
っ
て
法
華
経
の
文
化
面
で
の
授
賞
と
い
う
こ
と
で
、
い

わ

は

画

期
的
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
平
成
十
八
年
度
に
は
野
沢
勝
夫
氏
の
『
「
仮

名
書
き
法
華
経
」
研
究
序
説
』
が
受
賞
し
た
。

　
法

華
経
の
文
化
面
で
の
研
究
で
は
、
当
研
究
所
の
資
料
部
長
を
長
く
勤
め
ら

れ

た

故
兜
木
正
亨
博
士
の
遺
稿
を
編
集
し
た
『
兜
木
正
亨
著
作
集
』
．
二
巻
（
昭

ノ、

和
五
十
ヒ
年
六
月
）
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
占
く
は
故
中
村
瑞
隆
所
長
が
、
本
学

史
学
科
考
占
学
研
究
室
と
共
同
で
行
っ
た
、
ネ
パ
ー
ル
国
テ
ィ
ラ
ウ
ラ
コ
ッ
ト

遺
跡
の

発

掘
調
査
が
、
重
要
な
学
的
成
果
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
研

究
分
野
と
し
て
、
中
村
瑞
隆
博
士
が
道
を
拓
か
れ
た
、
法
華
経
文
化
の
調
査
・

研
究
の

未
踏
の
学
問
の
世
界
も
ま
た
、
注
目
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
研

究
所
設
立
の
趣
旨
に
「
法
華
経
の
学
的
進
歩
発
展
に
寄
与
し
、
併
せ
て
法

華
経
の
精
神
を
内
外
に
顕
揚
し
、
も
っ
て
世
界
の
文
化
と
平
和
に
貢
献
せ
ん
と

念
願
す
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
掲
げ
ら
れ
た
目
的
に
向
っ
て
、
法
華
経
の
思
想
、

歴

史
、
文
化
の
各
方
面
に
わ
た
っ
て
四
十
1
年
以
降
も
着
実
に
歩
み
を
進
め
、

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の
法
華
経
研
究
の
中
心
と
な
る
こ
と
を
、
衷
心
よ
り
希

念
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
末
筆
な
が
ら
本
B
ま
で
本
研
究
所
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
援
助
、
ご
支
援
、

ご
協
力
F
さ
っ
た
各
位
に
対
し
、
ま
た
本
記
念
号
に
ご
祝
辞
を
た
ま
わ
っ
た
原

實
博
士
、
田
賀
龍
彦
博
士
に
対
し
、
ま
た
貴
重
な
ご
高
論
を
ご
寄
稿
．
ト
さ
っ
た

研
究

者
の
方
々
に
対
し
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
日

立
正
大

学
法
華
経
文
化
研
究
所
長


